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背 景 と 目 的

開発前の問題点 開発してよくなった点

開 発 し た も の

高性能な防音材料を活用した工事騒音低減手法の開発

駅の改良工事等では既存構造物の解体作業を伴う場合が多く、コンクリート破砕作業などにより非常に大きな音を発生させる。一方、駅利用のお客様や近隣の
方々への配慮から、特殊な静音工法(ワイヤーソー等）を採用したり、作業時間の制限を行ったりした対策が必要になることがある。このような場合、工事費の増大
や工期の長期化といった課題がある。
本開発ではこれらの課題解決の為、音響メタマテリアル技術を応用した新しい吸音材iwasemiを活用した防音パネルを試作して、フィールド試験において騒音低減

効果の検証を行った。

開発パートナー：ピクシーダストテクノロジーズ株式会社
iwasemi及び関連するロゴは、ピクシーダストテクノロジーズ株式会社の商標又は登録商標です。

吸音の仕組み（音響メタマテリアル）

試作した防音柵

防音柵の騒音低減効果試験の概要およびその評価

より静かな工法（ワイヤーソー）

お客様等への配慮

一般的な工法（ブレーカー）

コンクリート破砕作業音が大きく
うるさい 音は小さい

コスト増大
工期長期化

本開発にて、音響メタマテリアル技術を活用した防音
柵を試作した。
試作した防音柵は、既存の仮囲い板よりも高い防音
効果が得られ、工事施工箇所において、コンクリート破
砕作業等の騒音低減に期待できる。

防音柵

吸音体54個接続

吸音体
100×100×120

パネル
600×900×120

CASE２（防音柵の形状を4種類）CASE1（壁無し）

CASE３（仮囲い）

比較

防音柵
4800×1800×120

パネル16枚接続
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広帯域化波長以下の微細な共
鳴構造を最適設計

ピクシーダストテクノロジーズ社独自の技術

開発した防音柵
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